
 

 

（第２号様式）   
令和７年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜栄高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学習指導要領の目標

に照らしたより良い

教育課程を編成す

る。 

②「自ら未来を切り拓

く人材」の育成に向

けた継続的で一貫し

た意識付け・動機付

けを実践する。 

①単位制の特色を活かし

た教育課程を改善し、

より充実した履修指導

を行う。 

②１人１台端末や ICT 機

器の活用により、生徒

の論理的思考力やデー

タ活用のスキルの育成

を図る。 

①生徒の希望進路実現のた

め、多岐にわたる選択肢

から適切な履修計画を立

てさせる。 

②研修、研究授業の充実を

図り、全ての教科でプロ

グラミング教育の推進に

取組む。 

①履修計画作成にあたり、

適切な履修指導が行われ

たか。 

 

②十分な研修、研究授業は

行われたか。生徒にプロ

グラミング的思考やデー

タ活用のスキルを身に付

けさせることができた

か。 

     

２ 生徒指導・支援 

①様々な生徒の状況を

把握し、個々に対応

した支援体制を構築

する。 

②学校行事等を通じて

生徒が主体的に取組

む態度を育む。 

①支援を必要とする生徒

を把握し、必要な支援

と校内での情報共有を

密にする。 

②行事内容を検討し、生

徒が考える形に沿い主

体的に取組めるよう支

援をする。 

①年次会等を通じて支援を

要する生徒を把握し、具

体的施策を検討する会議

を開催する。 

②実行委員会等を通じて生

徒の意見を聞き、行事に

反映させる。 

①SC・SSW を含め職員間で

支援が必要な生徒を把握

し、情報共有と支援がで

きたか。 

②実行委員会等を通じて生

徒の意見を吸い上げ、計

画・実行できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

〇自らの進路を主体的

に切り開いていくた

め個に応じたキャリ

ア観を育成し、進路

指導の充実を図る。 

〇生徒個人に応じて３年

間を見通した進路計画

を策定し、進路実現を

目指す。 

〇３年間の進路計画を提示

し、適切な時期に進路実

現を目指すための講演会

やガイダンスを充実させ

る。 

〇３年間の進路計画に沿っ

た方策が実現できたか。

また、それが適切な時期

や内容であったか。 

     

４ 地域等との協働 

〇生徒の社会参画の意

欲向上に努め、地域

等との連携・協働に

よる教育活動の充実

を図る。 

〇学校行事等を通じて、

生徒と保護者・地域住

民との交流を深める。 

〇学校行事等で地域の方と

連携を深め、事前学習を

行って社会と関わること

の大切さと、社会に貢献

する態度を育成する。 

〇学校行事等を通じて、学

校と地域住民との連携を

深めることができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境を整備し、

より快適な学校づく

りを進める。 

 

②職員の働き方改革を

実現する学校管理体

制を追求する。 

①生徒が安全安心に過ご

せる快適な校内環境を

整備する。 

 

②業務の効率化を進め、

業務に専念しやすい環

境を整える。 

①老朽化した設備・備品を

順次更新するために、状

況を把握し対応を進め

る。 

②ICT 機器の利活用やシス

テムの工夫を行い、業務

の効率化を図る。 

①校内環境に対する生徒や

保護者の評価が高まった

か。 

 

②事務作業の軽減が図ら

れ、超過勤務時間が減少

したか。 

     

 

 


